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〔目指すべきまちづくりの方向性〕多様な働き方、暮らし方を支えるまちづくり
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オフィス機能を備えた居心地の
良い郊外エリアの形成。

多様な「働き方」「住まい方」に対応する職住遊
がバランス良く融合したまちの形成。

居住機能を備えたオフィスなど、多目的に活用可能な都市アセットが様々な機能を提供。
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資料１－２

職住遊がバランス良く融合した中間エリア・二子玉川駅
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〔参考事例①〕多様な働き方・暮らし方を支えるまちづくり：高円寺アパートメント

対象エリア 高円寺駅と阿佐ヶ谷駅の中間にある賃貸住宅

取組概要 職住商遊の融合、住人主体の多様な生活を実現するため、
・旧社宅をリノベーションし、一般賃貸住宅に加え、１階

部分を店舗兼用住宅に。閉鎖的な塀を取り払い、店舗前
を芝生広場化

・運営を担当する「まめくらし」のスタッフが住人との関
係性を育み、住人主体のより良い暮らしを実現

都市アセットの
利活用

・旧社宅を活用し、「店舗兼住宅」「アトリエ兼住宅」と
いう、住みながらショップを開いたり、作品を展示した
りできる、まちのような賃貸住宅を実現

地
域
資
本
の
活
用

地域の多様な関
係者の連携

・JR東日本都市開発（オーナー）、OpenA（デザイン監
修）、タイセイ・ハウジープロパティ（管理）、まめく
らし（運営）が連携

まちづくり
の担い手

・まめくらしスタッフの「女将」を中心とした住人コミュ
ニティの形成

都市アセット ・民間企業の所有する旧社宅

ノウハウの活用 ・Open Aによるデザイン監修（まちに開かれた建物）ま
めくらしによる運営（住人とのコミュニティ構築）

データ利用環境 ー

まちづくりの検
討プロセス

・有効活用されていなかった旧社宅について、オーナーで
あるJR東日本都市開発がOpenAにデザイン監修を依頼、
運営に当たっては、住人との関係性・コミュニティが構
築できるまめくらしが主体に。

持続可能性 ・民間の賃貸住宅事業として実施

地域の課題

ビジョン
まちに開かれ、住人の交流が生まれる形
の職住商遊が融合したまちづくり

解決すべき課題
・旧社宅というアセットの有効活用
・住宅街の場を活用したコミュニティ形

成、多様な生活の実現

ＫＰＩ 住人の満足度向上、まちのにぎわい創出

出典：馬場委員ご発表資料、OpenAホームページ、まめくらしホームページ等
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〔参考事例の 〕都市アセットの多目的な利活用／まちづくりの担い手の充実

■ 都市アセットの多目的な利活用～旧社宅のリノベーションで職住商遊機能が融合したまちづくり～

■ まちづくりの担い手の充実 ～住人主体のコミュニティ形成～

「女将」と呼ばれるコミュニティマネージャーが同
じアパートに住みながら、住人同士や地域住民との
関係性を育み、住人と同じ目線でコミュニティを形
成。
「女将」は、住人が主体的に参加できるマルシェな
どの場を提供しながら、住人自身が主体的に様々な
イベントを企画、日々の暮らしを楽しめる環境づく
りをしている。

有効活用されていなかった民間企業所有の旧社宅
のリノベーションに際し、オーナー（JR東日本都
市開発）がOpenAにデザイン監修を依頼。
一般賃貸住宅のリノベーションに加え、１階部分
には店舗スペースも整備。併せて、閉鎖的な塀を
取り払い、店舗前には芝生広場を整備。
職住商遊の機能が融合した開かれた空間により、
住民は地域の人々と交流しながらショップ運営や
作品展示など住みながらに多様な活動が可能。

出典：第４回馬場委員ご発表資料、OpenA ホームページ

P o i n t
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〔参考事例②〕多様な働き方・暮らし方を支えるまちづくり：CIC TOKYO

対象エリア 虎ノ門にあるスタートアップ向けシェアオフィス

取組概要 国内最大規模のイノベーション・コミュニティ形成のため、
・業種の枠を超えたスタートアップ200社超の集積拠点
・起業・イノベーションを支援するサポート環境を整備。

CIC内外のイノベーターとの交流イベントやアクセラ
レータープログラムを開催

都市アセットの
利活用

・超大規模（6000平米超）のシェアオフィス施設
・多様な主体に開かれたイノベーションコミュニティの形

成に資するメンバー間の交流を促すコワーキングスペー
ス、イベントスペース、ゲームルーム等を整備

・多様な働き方を支えるシャワー室、仮眠室、授乳室、
マッサージルーム、ヨガルーム等を整備

地
域
資
本
の
活
用

地域の多様な関
係者の連携

・起業家、投資家、研究者・学生、行政関係者、ベン
チャーを支援するプロフェッショナル等が同居・交流
（職＋学の連携）

まちづくりの担
い手

・CIC Japan（米マサチューセッツ州ケンブリッジ／ボス
トンを本拠、世界9都市に展開するCICの日本法人）

都市アセット ・市街地再開発事業により整備された民間ビルに専用空間
としてシェアオフィススペースを創出

ノウハウの活用 ・米・欧州のCICで蓄積したイノベーションコミュニティ
形成のノウハウを活用

・会長（A.T.KEARNEY日本法人会長・梅澤高明氏）、プ
レジデント（バブソン大学准教授・山川恭弘氏）等によ
るビジネス・学術研究の視点とネットワークの活用

データ利用環境 ー

まちづくりの検
討プロセス

ー（民間のシェアオフィス事業）

持続可能性 ・民間のシェアオフィス事業（営利事業）として実施

地域の課題

ビジョン
都市の中心部にイノベーションエコシス
テムの大規模集積拠点を創造

解決すべき課題
産学官の垣根を越え、多様な人々が交
流・触発し合い、起業とイノベーション
を活性化する環境が必要

ＫＰＩ
・2年でスタートアップ200社以上
・女性起業家・外国人起業家・大学の

研究機関のNo.1の集積 等

出典：梅澤委員ご発表資料、CIC TOKYOホームページ
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〔参考事例の 〕多様な主体の交流につながる拠点整備／職＋学の連携拠点の形成

■ 多様な主体の交流につながる拠点整備～コミュニティが活性化するオープンな空間づくり～

■ 職＋学の連携拠点の形成～産官学の連携・協働を促進する様々なプログラム～

スタートアップの集積拠点とともに、国内外の大
学の研究者が産業と接続する拠点としても活用。
ヘルスケア、エネルギー・環境、スマートシティ
など、様々な分野に関する特化型コミュニティを
形成。
多様なテーマに関するイベント（週に平均4回開
催）やアクセラレータープログラムなど、産官学
の協働を生み出す仕掛けづくり。

起業家、投資家、研究者・学生、行政関係者、ベ
ンチャーを支援するプロフェッショナル等、多様
な人々に開かれたスタートアップ拠点を構築。
豊富な共用スペース（カフェ、バーカウンター、
廊下の随所にある会話スペース、イベントスペー
ス）の設置によりメンバー間の自然な交流を促進。
シャワールーム、仮眠室、授乳室、マッサージ
ルーム、ヨガルームなど、快適で多様な働き方を
支えるビジネス環境を整備。

P o i n t

5出典：梅澤委員ご発表資料、CIC TOKYOホームページ
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〔目指すべきまちづくりの方向性〕公民連携でデザインされた魅力的でゆとりあるウォーカブルな空間づくり
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官民の都市アセットを境目なく一体的に捉え、広場空間を整備。

中間支援組織のサポートにより、多くの市民の主体的な参画で活用される緑とオープンスペース。
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〔参考事例〕公民連携でデザインされた魅力的で
ゆとりあるウォーカブルな空間づくり：佐賀城内エリアリノベーション

対象エリア 佐賀城内エリア

取組概要 ・佐賀城内エリアを人が集い、賑わう空間にすべく、エリ
アのブランディング構想に基づき、図書館・公園・博物
館県庁等のエリア内の公共施設をトータルでデザインす
るリノベーションを実施。

・図書館前広場の芝生広場化、デッキ整備、図書館1階に
オープンスペース（飲食可能）設置等のリノベーション
により、大人から子供までくつろげる賑わい空間を実現。

都市アセットの
利活用

・エリア内の複数の都市アセットをトータルデザインによ
りリノベーション。誰もが日常的に滞在できる多様な機
能を付加することで、面的に都市アセットの価値を向上。

地
域
資
本
の
活
用

地域の多様な
関係者の連携

・佐賀県庁に「さがデザイン」を設置し、民間提案を積極
的に取り込むことで公民連携を促進。

・「さがデザイン」とOpen A（建設コンサル・設計事務
所と調整）がディレクターとなり、多数のプロジェクト
をデザインの観点からトータルディレクション。

まちづくり
の担い手

都市アセット ・老朽化した図書館及び図書館前の広場等

ノウハウの活用 ・Open Aによるデザイン監修

データ利用環境 ー

まちづくり
の検討プロセス

・クリエイター等のアイディアを政策立案につなげる「勝
手にプレゼンFES」を開催し、民間の知見をまちづくり
に活用。

持続可能性 行政施設のリノベーション

地域の課題

ビジョン
城内エリアを文化・芸術拠点として再定
義し、市民が日常的に集える場所へと転
換すること

解決すべき課題
座って憩い、集う空間の少ない佐賀城内
エリアを人々に開かれた交流・滞在空間
とすること

ＫＰＩ 人々の憩いの場の創出による来訪者数の
増加

出典：馬場委員ご発表資料、さがデザインホームページ、公共R不動産ホームページ等
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〔参考事例 〕まちづくりの検討プロセスで民間提案を活用
／まちづくりの担い手を行政と民間が連携して務め、エリア内をトータルデザイン

■ まちづくりの検討プロセスで民間提案を活用～民間の積極的な提案を行政が拾い上げる勝手にプレゼンFES～

■ まちづくりの担い手を行政と民間が連携して務め、エリア内をトータルデザイン
佐賀県では、デザインの観点から人のくらしやまち・地域を心地よ
くし豊かなものにするため、県庁組織内の部署や情報を横断する組
織として「さがデザイン」を設置。
「さがデザイン」が民間やクリエイター等とのハブとしての役割を
担うことで、県庁内の政策立案の各フェーズに民間のアイディアや
クリエイティビティを取り込み。まちづくりの担い手として民間主
体を積極的に位置づけ。
佐賀城公園エリアのリノベーションにおいても、「さがデザイン」
とOpenAが連携して公民それぞれの主体をディレクションすること
で、多数のプロジェクトをトータルディレクション。公民連携した
エリアのブランディングを実現。

佐賀県では、佐賀に縁ある全国のクリエイター達が、日頃
抱いている「こんなことが佐賀で実現したら絶対面白いの
に！」といった佐賀に対する熱い想いを知事をはじめ県職
員に直接伝えるイベント「勝手にプレゼンFES」を実施。
ここでの提案を基に佐賀城内エリアリノベーションが実現。
民間発の政策立案を行政が直接聞く仕組みを採用すること
により、デザインやクリエイティブの観点を取り入れた市
民主導・住民目線のまちづくりを実現。

出典：第４回馬場委員ご発表資料、さがデザイン

P o i n t
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〔目指すべきまちづくりの方向性〕デジタル技術／データを活用したまちづくり
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・
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用

行政施策やまちづくり団体によるエリアマネジメ
ント活動等の取組効果をデータにより可視化する
ことで、取組の正当性や課題を可視化。

短周期で取得される都市活動データを活用し、ス
ピーディに施策を企画立案し、社会実験等として
実施する機動的なまちづくり。

公民学が連携しまちの目指すべきビジョンや解決
すべき課題を定義し、課題解決志向・地域資本活
用型の都市サービスを提供。

都市サービス提供を地域・住民主導で実現するため、
データ収集・管理・利用のルールを地域で合意。

出
典
：
第
2
回
検
討
会

中
村
委
員
ご
発

表
資
料

岡山市でのスマート・プランニング活用事例

＜GPSを用いたプローブパーソンデータ＞

社会実験として
オープンカフェを導入

設置前後の人流を比較し
導入効果や設置位置を検討

9
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〔参考事例①〕都市の課題を解決する都市サービスの提供
／地域・住民主導のデータ活用： 柏の葉スマートシティ

対象エリア 柏の葉キャンパス駅を中心とする半径2㎞圏

取組概要 将来のＭａａＳ導入検討のため、
①駅2㎞圏内の主要施設を連絡する自動運転循環バス網

の構築（自動運転バスの導入）、
②地域の移動に係る多様なデータを集約した情報基盤の

構築（駅周辺交通の可視化・モニタリングツールの構
築）等を推進。

都市サービス ①：自動運転技術やオンデマンドバスシステムなど多様
な技術を活用した次世代型交通システムを導入

②：移動需要を多様なデータから把握・予測し交通計画
の策定や交通サービス提供に活用

地
域
資
本
の
活
用

地域の多様な関
係者の連携

柏の葉スマートシティコンソーシアム（都市再生推進法
人であるUDCKを中心とした公・民・学の連携）

まちづくりの担
い手

UDCKタウンマネジメント（都市再生推進法人）

都市アセットの
活用

・駅前広場や周辺街路（空間への都市サービスの導入）

ノウハウの活用 ・UDCKを中心の蓄積された市民参加プログラムのノウ
ハウ、ネットワーク

データ利用環境 ・官民連携によるデータ共有（ETC2.0プローブデータ、
施設利用者データ、人流データ、交通系ICデータ等）

・データプラットフォームの構築
・データ倫理審査委員会の設置

まちづくりの検
討プロセス

・公・民・学が連携すると同時に、市民のレベルに応じ
た市民参加型のオープンイノベーションの展開

持続可能性（財
源費用負担等）

・共同運営する組織それぞれで、空間・人材・活動資金
を分担

地域の課題

ビジョン 駅を中心とするスマート・コンパク
トシティの実現

解決すべき課題

・徒歩圏外における土地利用の促進
・駅から離れて立地する拠点施設の
有効活用
・公共交通のサステイナブルな運行
確保

ＫＰＩ 駅を中心とする地域内移動の利便性
向上

※「柏の葉スマートシティ実行計画」（令和2年3月）より国土交通省都市局作成

Point

Point
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〔参考事例の 〕地域の多様な関係者の連携／データ利用環境

■ 地域の多様な関係者の連携～住民目線の公民学連携体制～

■ データ利用環境～パーソナルデータ等の安全な管理・流通ルール策定～
都市再生推進法人であるまちづくり団体（UDCKタウンマネジ
メント）がパーソナルデータ等（※）を安全に管理・流通させる
ためのルールである「データ倫理原則」を策定。これに基づき、
学識経験者や法律専門家等の第三者性のある有識者からなる
「データ倫理審査会」を設置。
「データ倫理審査会」はオプトインに基づき取得したパーソナ
ルデータ等が柏の葉データプラットフォームを介してサービス
事業者に提供される場合の適切性やルールの順守状況を審査。

※法律で明確に定義されている個人情報に加え、個人情報との境界があいまいなものを含む、個人
と関係性が見出される広範囲の情報を指す。（個人の属性情報、移動・行動・購買履歴、ウェアラ
ブル機器からのデータなど個人情報を含むものや、特定の個人を識別できないように加工された 人
流情報、商品情報などが含まれる。）

「柏の葉スマートシティコンソーシアム」は公民学連携によりま
ちづくりを長年担ってきたUDCK（アーバンデザインセンター柏
の葉・都市再生推進法人）を事務局とし、柏市や日本を代表する
企業、地元に根差した企業がバランスよく連携する座組。
UDCKが培った地元自治組織や地域組織とのネットワークを生か
し、住民目線で地域の課題を抽出。これを基に、「民」が新たな
サービス企画を、「公」がサービス展開のための場の提供や法制
度的サポートを、「学」が豊富な知見に基づく技術的・人的サ
ポートを行い、住民がサービスに対するフィードバックを行う住
民目線の公民学連携サイクルを構築。
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対象エリア 愛媛県松山市の中心市街地

取組概要 都市空間の充実化と次世代都市サービスの導入により、
笑顔あふれる歩いて暮らせるまちの実現を目指す。そのた
め、都市活動データを活用したアーバンデザインの方法論
「データ駆動型都市プランニング」 を確立し、地方都市で
既成市街地を更新する先行モデルとして取組を行う。

都市サービス ・データ駆動型都市プランニングによる需要シミュレー
ション等のデータ活用・分析に基づくモビリティサービ
ス（自動運転技術を用いたバス等）を提供予定。

地
域
資
本
の
活
用

地域の多様な関
係者の連携

・UDCM（アーバンデザインセンター松山）を中心として、
行政、民間企業（日立製作所、地元交通事業者等）、研
究機関（愛媛大学等）が連携

まちづくりの
担い手

・UDCM

都市アセットの
活用

・街路空間や駐車場

ノウハウの活用 ・UDCMや関連研究機関等に蓄積されたデータ活用ノウハウ

データ利用
環境

・人流データ等の都市活動データを収集・分析し、回遊性
向上効果をシミュレーションしたうえで、歩道の拡幅
（花園町通り）や低利用の駐車場の広場化（湊町三丁
目）等の都市空間の再編を実施。

・センシングデータ等の短周期の都市活動データを取り込
んだ都市プランニングの取組みを推進。

まちづくりの検
討プロセス

・収集・分析した都市活動データを用いてまちの課題や将
来像を可視化。これを用いた住民ワークショップ等を実
施して住民理解を促進。

持続可能性 ・都市マネジメント組織を設置し、データ取得や住民合意
形成にかかるコスト削減効果や利用料・協賛金から費用
回収するビジネスモデルを構想。

地域の課題

ビジョン 笑顔あふれる歩いて暮らせるまち

解決すべき課題
・各種計画の策定や高度化
・スマート・プランニングの実装
・次世代モビリティの導入

ＫＰＩ 外出率、トリップ数、滞在時間、遅い交
通分担率、歩行距離、笑顔

〔参考事例②〕まちづくり施策の企画立案・効果検証への
都市活動データの活用（スマート・プランニング）：愛媛県松山市

Point

Point

※「松山スマートシティ推進コンソーシアム実行計画」（令和2年6月）より国土交通省都市局作成
12
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〔参考事例の 〕まちづくりの検討プロセス／都市サービス

■ 都市サービス ～スマート・プランニングによる都市サービスの提供～

■ データ利用環境 ～データを活用したまちづくり～

人や交通等の都市活動データを活用した都市空
間のプランニングにあわせ、モビリティ需要を
シミュレーションし、地域の公共交通ネット
ワークを総合的なシステムとしてモビリティ
サービスの供給計画を立案。
都市サービスの提供と都市空間のプランニング
を一体的に構想することで、都市アセットの価
値を引き出す取組。

人流データ等の多様な都市活動データを利用し、
施策導入効果のシミュレーションを行った上で
まちづくりのプランニングを行う「データ駆動
型都市プランニング」（スマート・プランニン
グ）を推進。花園町通りの歩道空間の拡張や低
未利用地の有効活用を実現。
シミュレーション結果等を可視化するCityScope
を活用したワークショップの実施等、データを
活用した住民参加型のまちづくりを実践。

ワークショップによるビジョンの共有

データに基づき空間再編を検討
（みんなのひろば｜湊町三丁目）

歩道空間拡幅に伴う交通流変化をシミュレーション
（花園町通り）
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